
＜参加メンバー＞ ６人（男性 3人、女性 3人）       ＜天 候＞ 7月 28日：晴れのち雷雨 

                                       7月 29、30日：晴れ  

 

＜ コ ー ス タ イ ム  ＞ 

7 月 28 日 

 車 2 台にてあかんだな駐車場～タクシーにて上高地  

11:00 登山口出発 ～ 14:10 西穂山荘着 

（途中雷雨） 

7 月 29 日 

 3:00 西穂山荘発 ～ 4:25 西穂独標 

～ 5:00 ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞﾋﾟｰｸ ～ 6:00 西穂高岳  

～ 8:30 逆層スラブ ～ 8:50 間ノ岳 

～ 天狗の頭 ～ 11:55 ジャンダルム 

～ 14:15 奥穂高 ～ 15:20 穂高岳山荘 

7 月 30 日 

チームＡ 

4:30 穂高岳山荘発 ～ 6:40 涸沢 

～ 9:40 横尾 ～ 13:00 河童橋  

チームＢ 

4:30 穂高岳山荘発 ～ 5:15 奥穂高岳 

～ 7:05 紀美子平 ～ 7:35 前穂高岳 

～ 11:10 岳沢小屋 ～ 13:40 河童橋 

 

 

 

 

 

＜ 山 行 の 概 要 ＞ 

これまで 3 年、計画していたが天候のためキャンセルしていた 

西穂～奥穂 縦走ルート。参加者は 1 週間前から天気予報とにらめっこ。金曜日の

午後から傘マークはあるが、土日は晴れ予報で何とかなりそう、 ってことで、車

2 台に分かれてあかんだな駐車場へレッツゴー。 

合流に問題があり 2 組に分かれて、西穂山荘へ歩を進める。予想していたよりすご

く暑く汗が噴き出す。途中に宝水があり喉を潤す。 

なんとこの水メッチャうまかった。 

焼岳との分岐を越えたあたりから急に雨が降り出す。少し経って雷鳴が轟き始め

る。樹林帯の中だったので歩を進めるが、ピカッ！ その後すぐ、 

パッコーーーン！ まじでビビった。近くに落ちたと思われる。 

約 10 分後無事、西穂山荘に到着。明日からのハードな山行に向け宴会はほどほど

にし就寝。 

勝負の 2日目！2 時に起床し不安と期待と共に 3 時に出発。 

西穂独標、ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞﾋﾟｰｸを経て西穂高岳に到着。 

ここまででもそこそこの岩場。西穂を越えると程なく、 

「経験者向けの難ルートです」の看板。不安がよぎる。 

集中力を持続させ、慎重に歩を進めるが、 

兎に角、 

ずっと岩場、ずっとアップダウン、ずっと危ない、ずっと 3 点指示。 

それプラス疲れてくるし嫌になる。 

ただ、天気が良く景色がいいので、休憩の時は気分が GOOD！ 

何度ピークを越えただろう。ようやく憧れのジャンが現れた。 

奥穂からのジャンとは違ったが、エンジェルが見えたので間違いない。 

やった！ 憧れのジャンに登頂！ 歓喜の瞬間！ 久々の達成感！ 

達成感を味わった半面、奥穂方面を見ると残りの工程を考えるとぞっとする。筆者

はとっくに疲れ果て、気力で足を動かしている状態。 

しかし、行くしかないので集中力を持続させ何とか奥穂ゲット、 

そして無事、穂高岳山荘にたどり着いた。 

みんな頑張った！本当に頑張った。そして全員無事でよかった。 

3 日目 

ザイテングラード、涸沢組と前穂、岳沢組と分かれて下山、筆者は涸沢組。 

筆者は昨日の山行後、足の自由が利かない状態で、本日も筋肉痛で足が普通ではな

い。話を聞くと 3 人ともほぼ同じ状態。3 名で慎重に涸沢～横尾へ下山。あとは惰

性で何とか河童橋へ到着した。 

（もちろん、徳澤ソフトはうまかった） 

前穂組が少し遅れたため不安を感じたが、無事バスターミナルで合流。 

何度も言いたい。 

みんな頑張った！本当に頑張った。そして全員無事でよかった。 

 

 

 
 

２０２３年

西穂高岳～奥穂高岳（ジャンダルム）
                      2023 年 7 月 28 日～30 日  

 

 



     

さーて、西穂山荘まで出発！  西穂山荘までの登り。まだ楽勝だが暑い。  ここが「宝水」 メッチャうまい！ 
必ず寄るべし！ 

     

焼岳との分岐。ここを越えてから雨、そして雷。 
近くに落ちました。ビビった！ 

 雨と雷の中、西穂山荘に到着  明日の山行の成功を祈念し 
カンパーイ！！！ 

 

  

 

 

 

雨あとのご褒美！  不安と期待いっぱいの中、出発！  西穂独標通過 

     

ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞﾋﾟｰｸ通過  西穂高その１  西穂高その２ 

 

 

 

 

安全第一！！！  集中！！！  西穂からの下り  西穂から逆層スラグまでのどこか 



     

西穂から逆層スラグまでのどこか  逆相スラグその１  逆相スラグその２ 
濡れてたらやばいポイントですね 

     

こんなとこを通り  間ノ岳を通り  こんなとこも通り 

     

こんなとこを上がると  憧れのジャン出現 
こっちから見るとなんか違うやん！ 

 程なく、歓喜の瞬間 

     

ようやく目的の地！！！ 
まだ危険部があるので気を抜かないように！ 

 あなたたちも気を抜かないように！  やっぱりジャンはこっちからがカッコイイ 

     

まじで！ これ登るん？ 
写真ではわかりにくいけどナイフエッジです。 

 奥穂までもう少し  ってことで、最終ﾋﾟｰｸの奥穂到着 
よくここまで来たもんや！ 



     

奥穂からのジャン  みんなよく頑張った！本当に頑張った！ 
全員無事でよかった！ 
穂高岳山荘に無事到着 

 涸沢組のサンライズ 

     

涸沢組のモルゲンロート  定番の風景  涸沢から下にも雪渓あり 

     

前穂組のサンライズ  奥穂からのジャン 
影奥穂か？ 

 吊り尾根を通過し、前穂ゲッツ！ 

     

カモシカの立場  全員無事上高地へ下山。 
何度も言いたい。本当によく頑張った。 

全員無事でよかった！ 

  

 
 
 
 
 


